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十■十■+キキⅢキキ‥単■+…… 2000年 度 援 助 一
覧 表 単 キ……………+キ ‐Ⅲキ十■

短期間来日援助 (8件 )

短期間派遣援助 (4月 ～ 8月 出発分)(22件 )

申 込  者 来 者日 的目 実施年月

東京大学大学院

阿 部  宏  喜

ドイツ ・

マインッ大学

Ulrich HOeger
海産環形動物における体腔細胞の役割 2000/8

京都大学大学院

伊 藤  靖  彦

オラング・ライデン大学
ゴーラエウス研究所
Dick Bedeaux

エネルギー基礎化学における非平衡熱

力学の理論と応用
2000/4

東北大学

川 添  良  幸

アメリカ 。フロリダ
ア トランティック大学
Luc Theo Vヽillo

全電子混合基底第一原理法による金属
マイクロクラスターの励起状態に関す
る研究

2000/5

東北大学大学院

小 林  長  夫

トルコ ・

イスタンブールエ科大学
Ozer BekarOttlu

種々の置換基を有するフタロシアニン

による中性分子の捕捉       !
2000/10

東北大学大学院

佐 藤  武  郎

ロ シア ・

クルチャトフ研究所
Serguei N.Burlnistrov

3He-4He混
合液における量子的相分離

現象と相分離界面のダイナミックスの

研究

2000/8

大阪大学大学院

田 代 孝 二

インド・National

Chemical Laboratory

Chellaswamy Ramesh

ナイロンの結晶相転移挙動と物性に及

ぼす効果の研究
2000/9

徳島大学

谷   憲  治

アメリカ ・フレデ リック

米国国立癌研究所
Arya Biragyn

肺癌特異的免疫療法の開発 2000/5

大阪市立大学

坪 田   誠

ロシア ・I n s t i t u t e  o f

Thermophysics

Segey K.Nemirovskii

超流動ヘリウムにおけるカオス的渦糸

状態の研究
2000/10

被 派 遣 者 目 的 渡  航  先 実施年月

大阪大学大学院

多々良   源
国際磁性会議 カ ナ ダ 2000/4

札幌医科大学

三 高  俊  広
実験生物学会 2000 ア メ   リ  カ 2000/4
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被 派 遣 者 目 的 渡  航  先 実施年月

北海道大学大学院

高 橋  芳  樹
世界薬学会議 ア メ   リ  カ 2000/4

京都大学
基礎物理学研究所

阿 音「 恭 久
有限多体系に於ける輸送 イ タ  リ  ア 2000/5

京都大学大学院

堀 内    誕

エキゾチ ックな原子核の構造 に関する国際 シン

ポジウム
ン ガ リ ー 2000/5

久尚

所

末

学
究

大
研

武

京
性

東
物 第 3回 リラクサー強誘電体国際セミナー ロ   シ    ア 2000/6

九州大学大学院

小田垣   孝
E.Nエ コノモウ国際シンポジウム ギ  リ   シ  ャ 2000/6

新潟大学 ‐

家 富   洋

極限環境下における多重スケールの物質現象に

関する国際会議
キ プ  ロ  ス 2000/6

国立天文台

和 国 桂 一

第 5回宇宙物理学についての応用研究のための

国際ワークショップ 「爆発的星形成と活動的銀

河中心核の関連」

メ キ シ ヨ 2000/7

岡山大学

山 本 昌 司
2000年合成金属科学技術国際会議 オ ニ ス ト リア 2000/7

之

所

浩

究研

尻

学
料

大
材

野

北
属

東
金 第 6回 強磁場国際シンポジウム ポ ル ト ガ ル 2000/7

東北大学大学院

石 川  春  樹

CECAMヮ ークショップ 「高振動励起多原子分

子に対する分光学的及び理論計算による挑戦」
フ ラ ン ス 2000/7

名古屋大学 難 処理
人工物研究センター

石 原  一  彰

ゴー ドン会議 :有機反応とプロセス ア メ   リ  カ 2000/7

京都産業大学

曽我見 郁  夫
第10回コロイド・界面国際会議 イ ギ  リ  ス 2000/7

九州大学大学院

古 屋  謙  治

原子 :分子 ・表面の多粒子分光法に関する国際

会議
ド   イ    ツ 2000/7
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被 派 遣 者 目 的 渡 航  先 実施年月

横浜市立大学
木原生物学研究所

1 蓮 沼 仰 嗣
第13回国際光生物学会議 ア メ   リ  カ 2000/7

基礎生物研究所

キム キ ョンテ
第 5回 P450多 様性国際シンポジウム デ ン マ ー ク 2000/7

関西医科大学

稲 垣  千 代子
第21回国際比較生理生化学会 (Eur) ベ ル  ギ  ー 2000/7

東京大学
物性研究所

加倉井 和  久
磁性国際会議 ブ ラ  ジ  ル 2000/8

神戸大学大学院

木 村  真  一
第 7回 シンクロトロン放射光装置の国際会議 ド   イ    ッ 2000/8

東北大学
金属材料研究所

西 寄 照 和
渦糸物理と渦糸物質合同ワークショップ オ ラ  ン  ダ 2000/8

大阪市立大学

沼 日 英 治
第21回国際昆虫学会議 ブ ラ  ジ  ル 2000/8

長期間派遣援助 (8件 )

被 派 遣 者 的目 渡 航  先 実施年月

北海道大学大学院

北   孝  文
超伝導体の渦糸状態に関する理論的研究 ド   イ    ツ

2000/ 4
ハ▼01/ 3
1 ケ年

京都大学
基礎物理学研究所

関 本    謙

細胞小器官、運動性タンパク質分子及びソフト
マテリアルの化学 ・力学的プロセスー揺らぐ世
界における協調的過程一

フ ラ ン ス

2000/ 9
ハ▼01/ 9
1 ケ年

東京大学大学院

此 木 敬 一

超活性海産神経毒ブレベ トキシンを用いた電位
依存性ナトリウムチャネルの高次構造およびゲ
ーティング機構の解明研究

ア メ   リ  カ

2000/ 7
-01/ 6

1 ケ年

大阪大学大学院

小 川  弘  之

Nitric oxideを介 したクローン病発症機序の解

明
ア メ   リ  カ

2000/ 4
～02/3
2 ケ年
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被 派 遣 者 的目 渡 航  先 実施年月

HSP研 究所

吉 田 秀 郎

MAP Kinaseに よる高等動物の小胞体ス トレ

ス応答の制御
オース トラリア

2000/ 4
ハウ01/ 3
1 ケ年

二重大学

石 川   仁

Xist遺伝子欠損マウスを用いた遺伝子刷り込

み現象機構の解析
イ ギ  リ  ス

2000/10
ハ▼02/ 3
2 ケ年

大阪大学大学院

田 口  明  子

中枢性摂食 ・エネルギー代謝調節機構における

シグナル経路の解明
ア メ   リ  カ

2000/ 5
-01/ 5

1 ケ年

島根医科大学

岸   敏  郎

前脳領域への内蔵性入力が摂食行動に及ぼす影

饗
ア メ   リ  カ

2000/ 4
ハ▼01/ 3
1 ケ年
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……Ⅲ……卓キキ……Ⅲキ……ⅢⅢ 事   務   報   告  … … …ⅢⅢⅢ…Ⅲ………Ⅲキ

事 業 国 誌

2000.2.19 第 2回理事会 ・評議員会 :2000年度研究援助選考計画、1999年度援助事業報告、選

考委員の選任、2000年度事業計画、予算及び事業活動予定の決定、研究交歓会の決

定、2001年度研究援助推薦学会決定、情報公開規程承認、事業基金規程承認

3,25選 考打合会

3.31 2000年 度研究援助候補推薦締切

4.1 改 選に伴い2000年度選考委員の就任 (後記)、事務局辞令交付

4.7 監 査法人 トーマツ会計監査

420 選 考打合会

5。20 研 究交歓会 (於 薬業年金会館)

5。21 2000年度第 1回理事会 ・評議員会 ・選考委員会 :1999年度事業報告、収支決算報告苅

2000年度事業現況報告及び審判制決定、事業基金繰り入れ ・資産運用の承認、2001

年度山田コンファレンス援助決定 (於 東洋ホテル)

5.26 資 産の総額変更の法務局登記手続、財団ニュース通巻第47号完成発信

5。27 選考打合会
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1 9 9 9 年度 諸援 助 の ま とめ

2 0 0 0 年度 選 考 委 員 の 決 定

選考委員 (2000年度)

(委員長) 国 府田 隆  夫   日 本女子大学理学部長

赤 岩  英  夫   群 馬大学学長          、

足 立  吟  也   大 阪大学大学院工学研究科教授

小 川  英  行   岩 手看護短期大学学長

九 後  太  一   京 都大学大学院理学研究科教授

楠 本  正  一   大 阪大学大学院理学研究科教授

大師堂 経  明   早 稲田大学教育学部教授

中 村    晃   OMリ サーチ所長

野 依  良  治   名 古屋大学大学院理学研究科教授

星   元  紀   慶 応義塾大学大学院理工学研究科教授

政 池    明   福 井工業大学教授

松 本    元   理 化学研究所脳科学総合研究センター

ブレインウェイ ・グループ グ ループディレクター

宮 田    隆   京 都大学大学院理学研究科教授

苦 里  勝  利   広 島大学理学部教授

米 沢  富 美子  慶 応義塾大学大学院理工学研究科教授

和 田  正  三   東 京都立大学大学院理学研究科教授

援  助  名 実施件数 援助金(万円)

摘 要

始

≫

日
鞠伸朝

〆  切

年 月 日

研 究 援 助 4,000
'98. 10.  1 '99.  3. 31 '99.7,17決

定

来  日 短  期 3
Ｏ
Ｏ

'98,  7.  1 '98. 11. 30

年 1回募集

派  遣

長  期 2 200
'98.  7.  1 '98. 10。

 30

短  期 566
'98, 12.  1

毎 月 募 集

山 田コンファレンス 2 958

「強相関電子系の国際会議」

「ステロイ ドホルモンの分子生物学的研究
に関する国際シンポジウム」

研 究 交 歓 会 等 1

計 6,066
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2 0 0 0年度事業活動予定表

年   月   日 一
Ｔ 事

20004再

5 月2 0 日t D

9:30 AlvI
S

夕 方

2000年度研究交歓会

5月 21日 (日)

00 AM

S

00 PM

AM

第 1回  評 議員会

理 事 会

PM

第 1回選考委員会

1999年度事業報告、決算報告、

本年度事業活動予定表

選考方針等審議

選考方針打合せ、
2000年度研究援助審判の割当

7 月2 2 日0
10100 AA/1

S
夕 方

第 2回  選 考委員会

第 1回  臨 時理事会
2000年度研究援助決定

8 月 2 2 日 側

～    25日  0

第53回山田コンファレンス

「2000年凝縮系における励起子過程国際会議」

於 大 阪市立大学学術情報総合センター

9月  9日  0 2000年度長期間派遣者研究交歓会

8月  24日  (日)

～    2 8日  l A l

第54回山田コンファレンス

「第 9回 半導体中の浅い不純物準位国際会議」

於 南 淡路ロイヤルホテル ・淡路夢舞台国際会議場

10月 31日  側
2001年度長期間派遣援助申込締切

(2001年4月 ～2002年3月 )

11月 30日 l A l
2000年度来日援助申込締切

(2001年4月 ～2002年3月 )

2001年

2 月2 4 日働

3 00 PM
;
00 PM7

第 2 回 評 議 員 会

理 事  会

本年度事業のまとめ報告

明年度事業計画及び予算審議

3月 30日 0 2001年度研究援助候補推薦締切
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援 助 推 薦要 項 、 申込 要 項 等 のお知 らせ       1   1  ! ―
｀

この度、2001年度の研究援助推薦要項及び推薦書、来日・派遣の援助申込要項及び申込書等を

次の通りととのえました。

援 助 名 募 集 開 始 推薦 ・申込期限

研 究 援 助

( 2 0 0 1 年4 月 ～ 2 0 0 3 年3 月 )
2000年 10月 1日 2001年 3月 31日

短 期 間 来 日

( 2 0 0 1 年4 月 ～2 0 0 2 年3 月 )
2000年 7月 1日 2000年 11月 30日

長 期 間 派 遣

(2 0 0 1年 4月 ～ 20 0 2年 3月 )
2000年 7月 1日 2000左F10月  31 日

短 期 間 派 】追

出発月の4ケ 月前の15日が申込期限

(例 :2001年10月の場合
2001年 6月 15日が申込期限)

2001年度研究援助推薦学会

日本 天 文 学 会  日 本 化 学 会

日 本 物 理 学 会  高 分 子 学 会

応 用 物 理 学 会  日 本農芸化学会

日本 金 属 学 会  日 本 薬 学 会

日本 地 震 学 会  日 本 生 化 学 会

地球電磁気 ・地球惑星圏学会

日 本 生 理 学 会

日 本 遺 伝 学 会

日本分子生物学会

日 本 動 物 学 会

日本細胞生物学会

日本生物物理学会

日本発生生物学会

日本植物生理学会

日 本 植 物 学 会

日 本 免 疫 学 会
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… … Ⅲキ‥ キキ…… …ⅢⅢキ Ⅲ…Ⅲ 山 田 コ ンフ ァ レンスニ ュー ス キⅢ…… …料 Ⅲ+… Ⅲ+十キ十 ■十■キ

1.Proceedings of Yamada Conference L I,L工 (財団版 )の 出版

2.2001年 度山田コンファレンスは次のとおりです。

室
名 頁 数 出版時期 問 い合 せ 先

会期及び

財団刊行物の紹介

Proc.of Yamada Conference

LI on

lnternational COnference on

Strongly Correlated ElectrOn

Systems

(強相関電子系の国際会議)

1,050頁
2000至手

5月

大 買  惇  睦

(大阪大学

狙比 06-6850-5368)

1999.8.24-28

長野市文化コンベシ

ョン施設

(長野市)

成果報告は第23号事

業報告書で紹介予定

Proc、of Yanada Conference

Ltt on

Molecular Steroidogenesis

(ステロイ ドホルモ ンの

分子生物学)

442軍電
200041

2月 (大阪大学

狙比 06-6879-3280)

1999.8.25～28

奈良県新公会堂

(奈良市)

成果報告は第23号事

業報告書で紹介予定

回 会 名 会  期
△

場 主催責任者

Lヽア

The llth lnternational Conference on

Liquid and Amorphousい 7[etals

「第11回液体およびアモルファス金属

国際会議」

2001. 9 9
～14

慶応義塾大学

理工学部新棟

大会議室

米沢富美子

(慶応義塾大学)

L 1ヽ

The 4th lnternational Symposiun on

Crystalline Organicふ′Ietals,Super―

conductors and Ferromagnets

「第 4固 有機金属 。有機超伝導体 ・有機

強磁性体に関する国際シンポジウム」

2001. 9。10
-14 北海道ルスッ

斉藤 軍 治

(京都大学)

L ロヽ

Atomic―scale surface designing for

functional low diinensiOnal lnaterials

「表面低次元機能物質の創製と物性」

2001.11.14
～1 6

工業技術院

共用講堂

(つくば)

栃原  浩

(九州大学)
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‐ 十■キ … … … Ⅲキ串 ‐ … Ⅲ+単 ⅢⅢ  人   事   消   息  … … … 対 常 料 キ キ … 串 … … …

2000年4月 江 崎玲於奈理事が芝浦工業大学学長に就任されました。

星元紀選考委員が東京工業大学を退官、慶応義塾大学大学院理工学研究科教授に

就任されました。
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財 団法 人    山 田 科 学 振 興 財 団

〒544-8666 大阪市生野区巽西 1丁 目8番 1号

電話 大阪 (06)6757局 3311(代 表)

Yamada Science Foundation

8-l Tatsurni Nishi l_chOme, Ikuno― ku

Osaka 544-8666, 」apan
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